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 保護者の皆様，地域の皆様，本年もどうぞよろしくお願いいたします。本年も児童や保護者の皆

様，地域の皆様，そして教職員が健康で幸福な１年を過ごせることを願います。さて，令和８年が

スタートし，冷ややかだった校舎が，子供たちの笑顔・ほほえみによって，一気にぬくもりのある

温かな居場所に変わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校でも，１２月１日（月）～５日（金）を校内人権週間と設定し，生命を大切にし，自他の人

格を尊重し，お互いの個性を認め合う心，他人の痛みが分かる心，他人の気持ちが理解でき，行動

できるなどの他人を思いやる心，正義感や公正さを重んじる心などの豊かな人間性を育成するた

め，各教科や道徳，学級活動，総合的な学習の時間等で，人権について考える授業を行いました。  

また，放送委員会児童による人権に関する冊子の読み聞かせや人権に関する図書の紹介などを通

して，人権について考える機会を設定（いじめ・高齢者・障がい者・インターネット・・・など）

しました。この人権週間だけでなく，日々の学校生活全般において，次のような【知性】・【判断力】・

【感受性】・【技能】・【実践力】の五つの能力・態度の育成を目指しています。 

 ＜人権教育で育てたい能力・態度＞ 

  〇人権の大切さや人権に関わる様々な問題を正しく認識できる知性【知性】 

  〇偏見や差別の不当性を科学的に見極めるとともに，物事を公正・公平に判断できる力 

【判断力】 

 〇共に生きる喜びや，差別・不正に対する悲しみや怒りを共感的に受容したり，考えたりする

ことができる感受性【感受性】 

 〇互いの人権を尊重し合う人間関係を築くための社会的な技能【技能】 

 〇人権に関わる様々な問題を主体的に解決し，人権尊重の社会を築いていこうとする実践力

【実践力】 

２０２６年もどうぞよろしくお願いいたします 

人権週間 「『誰か』のことじゃない」（２０２５テーマ） 

昭和 23 年（1948 年）12 月 10 日，国際連合第３回総会において，全ての人民と全て

の国とが達成すべき共通の基準として，「世界人権宣言」が採択されました。 

 世界人権宣言は，基本的人権尊重の原則を定めたものであり，人権保障の目標や基準を初

めて国際的にうたった画期的なものです。採択日である１２月１０日は，「人権デー（Human 

Rights Day）」と定められています。法務省の人権擁護機関では，人権デーを最終日とする

１週間（12 月４日から 12 月 10 日）を「人権週間」と定め，全国的に人権啓発活動を強

化しています。 

 私達一人一人が様々な人権問題を，自分以外の「誰か」のことではなく，自分のこととし

て捉え，互いの人権を尊重し合うことの大切さについて，認識を深めることが不可欠です。                                          

（法務省抜粋） 



 

１２月６日（土）は，全市小学校一斉の土曜授業が行われました。たくさんの保護者の方，地域

の方に参観していただきました。ありがとうございました。子供たちは，いつも以上に笑顔で，自

分の力を発揮し，４月から１２月までの成長と成果を見せることができたのではないかと思いま

す。子供たちは，なかなか自分の成長には気付かないものです。これをチャンスにたくさんよかっ

たところ，頑張っていたところを伝えてあげてください。「○○さんのお家の人もほめてたよ。」と

いう伝え方も効果があるようです。ほめられることが恥ずかしかったり，苦手だったりする高学年

のお子さんには，ぶつぶつとつぶやく，独り言作戦がよいかと思います。発達段階に応じたコミュ

ニケーションのきっかけにしていただけたら幸いです。 

 

 

３年生の総合的な学習の時間に，毎年続いている宇都宮大学３年生によるプログラミング教室が

スタートしました。５日間行われ，合計１０時間の授業を予定しています。年々レベルアップし，

本年度のテーマは「プログラミングで絵文字の感情を見分けよう！」です。子供たちは積極的に活

動に参加し，恐れずにタブレットを操作しています。AI の発展とともに時代は大きく変わろうと

しています。子供のころから，正しい知識を学び，身に付け，倫理観を育てることが重要になって

くるのではないでしょうか。自分で考えることの楽しさ，大切さを忘れず，上手にコンピューター

と共存していけるよう，学びを広げていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

「小 1 プロブレム」という言葉をおききになったことはありませんか？新しい環境への不適応

による教師の話を聞かない，指示に従えない，落ち着きがないなどの行動が続くような授業規律の

困難などのことを指す言葉です。精神的な不安から起こることが多いとされていることから，園と

学校の環境変化を緩やかにし，少しでも不安を取り除き入学できるようにするための試みの１つと

して，１年生が生活科「ともだちいっぱい」の中で，保育園児との交流会「なかよしかい」を行い

ました。２つの保育園から５４名の園児を招待し，「さんぽ」を歌ったり，絵カードづくりをした

りして，２時間程度一緒に活動をしました。１年生達も小さな子供たちの立場に立って，できるこ

とを考えながら活動することができ，学校教育目標「やさしく」を成長させることができました。 

新一年生のみなさん，安心して入学してきてください。４月１０日（金）にみなさんの笑顔を待

っています。 

  

 

 

 

＜ことばの窓＞ 「一人一天分」鈴木 民二・寺田 一清 著 

   笑顔は万国共通の地球語です。 

笑顔があれば相手が変わる。自分が変わる。運命が変わる。 

全市一斉土曜授業 

プログラミング教室 ３年生（かしこく） 

幼保小連携 １年生（やさしく） 

https://www.google.com/search?q=%E5%B0%8F1%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%96%E3%83%AC%E3%83%A0&sca_esv=73e86a78892c9231&hl=ja&source=hp&ei=KyM5abyoIZ_f2roP6dCh0Ac&iflsig=AOw8s4IAAAAAaTkxO_loaETLeORxv0gEXhPxmwiPNat5&oq=%E5%B0%8F1%E3%81%B7&gs_lp=Egdnd3Mtd2l6IgflsI8x44G3KgIIBzIHEAAYgAQYBDIHEAAYgAQYBDIHEAAYgAQYBDIHEAAYgAQYBDIHEAAYgAQYBDIHEAAYgAQYBDIHEAAYgAQYBDIHEAAYgAQYBDIHEAAYgAQYBDIHEAAYgAQYBEjAdlAAWNYucAB4AJABAJgB7gGgAfcNqgEGMC4xMC4xuAEByAEA-AEBmAIKoALqDMICChAAGIAEGLEDGATCAg0QABiABBixAxiDARgEwgIQEAAYgAQYsQMYgwEYBBiKBcICBRAAGIAEmAMAkgcFMC45LjGgB_ogsgcFMC45LjG4B-oMwgcFMC45LjHIBxWACAA&sclient=gws-wiz&ved=2ahUKEwid9NvCxbKRAxWdzTQHHa-bHrEQgK4QegYIAQgAEAU

